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リ ズ ム 体操 の 運動学的学習効果

一 動 作 分 析 と 床 反 力 に よ る 検 討 ―

滝 澤 か ほ る * ・ 松 原 利 弘
* *

第1 項 は じめに

こ れま で の 研究 で は , リ ズ ム 体操 の ｢ 作品提示型｣

の 授業と ｢ 作品創作型｣ の 授業とを児童 に よ る 授業

評価及び児童 の 活動時間 の 分析 で 比較 した ｡ そ の 結

果
,

い ずれ の 授業も児童 の 意欲的な取 り 組 み が み ら

れ た ｡ 作 品提 示型 の 授 業 の 特徴 は
,
｢ 動き に 関わ る

楽 し さ
, 動き の 上 達と動き の 理解 に 問わ る 成果 が 高

い｣ ｢ 運動 の 時間 が 確保 され る｣ ｢ グ ル ー プ や 個 人の

課題 の 解決 に 向けた 活動 が 行われ る｣ に あ っ た ｡ ま

た
, 作品創作型 の 授業 の は

,
｢ グ ル

ー プ で の 学習 や

自己決定 に 関わ る 楽 し さ, 話 し 合 い 活動 に関わ る成

果 が 高 い｣ ｢ 認知活動 の 時間 が 多く な る｣ ｢ 作品創作

の た め に 活発な話 し 合い が 行われ る｣ ｢ 運動 の 時間

が 確保されず , 動き の 上 達感 が 低く な る｣ で あ る こ

と が 明らか に な っ た ｡ 更 に 観察に よ り
,
｢ 運動空間

が 大きく な る｣ ｢ 新た な動きが 獲得され る｣ ｢ 膝 の 屈

伸 を使 っ て 動く よ う に な る｣ ｢ 緊張と解緊を効果的
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リ ズ ム 体操 は
,

リ ズ ミ カ ル な全身的な動き の 習得

をね ら い と し, 運動課題 と し て ｢ は ず み 1 と ｢ 振 り
J
r

を中 心 と し て い る r , 本研究 は
,

リ ズ ム 体操 の 授 業に

お け る ｢ は ず み｣ と ｢ 振 り｣ の 運動学的学習効果を
,

ビ デ オ 映像 に よ る 動作分析と フ ォ ー ス プ レ ー ト を用

い た 朱反 力か ら検討す る も の で あ る ｡ ｢ 作 品提示型｣

と ｢ 作品創作型｣ そ れ ぞ れ の 授業 の 特件を明 ら か に

し
, 今後 の リ ズ ム 体操 の 授 業実践 に′L か す こ とをF]
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第 2 項 方法

1 . 授業に つ い て

I . 1 対象と授業者

新潟県 S 市立

G ′ト学校 5 学年児童72 名 教諭 1 名

T ′｣ ＼学校 5 学 年児童55 名 教諭 2 名

I . 2 期間

平成14 年 1 月2 5 日 - 2 月 19 日

I . 3 授業実践 の概要

G 小学校及び T ′j ＼学校 の 体育館 で 授業実践を行 っ

た ｡ 対 象お よ び指導計 画は 次 の 通 り で あ る o 1 - 3

時間 目 は 両群とも同 じ活動 内容 で あ っ た ｡ 3 時間目

以降, 提示群 は ,

一

連 の 運動と して 構成 され た 作品

を教材として
,

グ ル ー プ で 学習を進 め た ｡ 創作群 は ,

作品を創作 し
,

こ れを教材と し て
,

グ ル ー プ で 学習
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T ′卜学校 5 学年2 7 名 ( 男子1 1 Y .
I:z T-16 名)

教諭 H ( 教職12 f巨)
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(2) 創作群 の 対象お よ び指導計画

G ′

ト学 校 5 学年3 6 名 ( 男子2 0 名 女 子1 6 名)

教諭 M ( 教職1 3 年)

T ,卜学校 5
J

半年28 名 ( T]
=

T 1 2 名 女
`

子16 名)

教諭 F ( 教職1 4 年)

表 2 創作群 の指導計画

時 間 1 2 3 4 5 6 7

内

杏

動牒
-

うけ

比通L

きの経験 C リズ､ ム 体操の創作とその練習

発表会

･

○甚本の動

歩く . 走る グループでり 7: ム体操を創作する:

p ｡
て
7 '

rl 塵きを見直し
, 動きの質を高める-:

作品の提示柔軟 .

_
二人組の 体技 ゲル- プで話し飢 ､

, 創作した-
(一斉学習) 創作の仕上~ 遵の運動を練習する｢

の教授 ･:: ブルー- 7

=

芋習､)

振 り 返 り .

感 想
.

意 欲 づ け

I . 4 教材

提示群 が 教材と し て 用 い た 作品 は
, 研究者 が 体操

の 専門家 の 協力を得 て 構成 した リ ズ ム 体 操 で あ る

( 表 3 ) ｡ 振りと は ず み を中心 に 11 の 動き か ら構 成

され た リ ズ ム 体操 で あ る ｡ 曲 は デ ィ ズ ニ ー の ｢ ハ イ

ホ - ｣ を用 い た ｡ 創作群 は
, 提示群 が 教材と した 作

品 の
一

部を作 り 替 え
,

児童自ら が構成 した 作品を教

材とした ｡

表 3 提示群が教材と L た作品 の構成

前奏 8 × 1 思 い 思 い の ポーズ ㊨ 8 × 4 振 りとr bl 旋( 前後)

① 8 × 2 移 動運動( ス キ ッ
プ ) ⑨ 8 × 4 〟 ( 交 fI二)

② 8 × 2 /, ( 交差 歩き) ⑲ 8 × 4 〟 ( 水干)

③ 8 × 1 〟 ( ギヤ ロ ソ プ) ㊨ 8 × 4 ~二人組で( 柔軟)

④. ①②③の 繰 り返 し ⑲ 8 × 4 I , (振りとⅠ_
fil旋)

⑤ 8 × 4 粘りと 回旋( !l-:右) ㊨ 8 × 1 移垂わ運 動( カ ニ 歩 き)

㊨ 8 × 1 移 動運 動( カ ニ 歩き) ⑲ 8 × 2 〟
.:

､
みんなで歩( :

⑦ 4 × 1 大 ジ ャ ン プ - ポー- ズ ⑮ み ん なで ポー- ズ

2 . 実験方法

学習前後 の 動き の 変容を調 査す る た め に
, 授業実

施前と後 の 2 回 に わ た り F 記 の 実験を行 っ た o

2 . 1 実験方法

児童 は フ ォ ー ス プ レ ー ト 上 に-
)土ち, 教師 の 合図 で

前後振 を行う ｡ 前後振を行う際 に は ｢ は ず み を使 っ

て
, 体全身 で 大きく腕を前, 後 ろ に 振 っ て くださ い｣

と の 指示 を した ｡ 児童 の 動き は ビ デ オ カ メ ラ を使用

し
,

毎 秒6 0 コ マ で 撮 影 し た ｡ 朱 反 力 は
,

D y n a s

W a v e -I n に 取 り 込 み
,

映像と連動さ せ た ｡

2 . 2 分析につ い て

味反力に つ い て は , 山 卜の 2 ノ剖 こ つ い て
/

7;
'

析を行 っ

た ｡

⊂) 加重値と抜頁値 ( 体 重比)

○蘇反ノJ の 波形

動作分析 に つ い て は
,

以 F の 2 点 に つ い て 分析を

子l
'- -

) た ｡

⊂) 運動軌跡 の 形

○方向変換時 の 8
′

字型 の 出現 の 有無

第 3 項 結果と考察

I . 床反力の 加重 , 抜重

前後振 の 宋反力に は , 図 1 の ような波形 が み られ

た ｡ 第 1 の 山 が 前振 り
, 第 2 の 山 が 後振 り

, 第3 の

山が 前振 り で あ る ( 図 1 参照) D

加重 に つ い て は
,

は じ め の 山 の 最高到達点を第 1

加重, 次 のU｣ の 最高到達点を第2 加重
,

3 つ 臼 の しり

の 最高到達点 を第 3 加重と し, 抜垂 に つ い て は
, 第

1 加重と第2 加重 の 問 の 最下点を第 1 抜重, 第 2 加

重と第3 加重 の 間 の 最下点を第2 抜重 , 第3 加重以

降の 最初 の 最下点を第 3 技量と した ｡
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図 1 加重 , 抜重のとらえ方に つ いて

1 . 1 加重に つ い て

提示型と創作型と の 学習前後お け る 加重値の 平均

は
, 体重 の 1 . 78 0 倍 で あ る . 実測値が こ の 値を越 え

る も の を中位とす る ｡ ま た
,

上級者 の 加重 は
,

体重

の 2 倍 に達するとされ て い る
1

■

. 実測値が 倍を越 え

る も の を上 位とす る o 実測値が 平均値未満 の も の を

下位とす る ｡

こ の 基準 で 児童を 3 群 に 分 け , 学習前後 に おけ る
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表 4 提示型 , 学習前後における各群の 人数

第 1 加 重 第 2 加重 第 3 加重

前 徳 前 徳 前 徳

ヒ 位 5 8 1 l l 8 1 3

中 位 8 7 4 5 8 1 0

下 位 16 14 1 9 1 3 6 6

表 5 創作型 , 学習前後にお ける各群の人数

第 1 加重 第 2 加重 第 3 加重

前 後 前 後 前 後

上 位 2 4 1 6 4 9

中 位 l l 1 4 5 6 15 1 0

下 位 12 7 19 1 3 6 6

数値の 変化を検討した ( 表 4
, 表 5 ) 0

提示型 は
, 第 1 加重 か ら第 3 加 重 に か け て

,
学習

後 に L 位 群 の 数 が 増 え て い る ｡ 特 に 第 2 加重 に お い

て 変化 が 著 し い ｡

下位群 に つ い て は
, 第 1

- 3 加重 の 全 て に お い て

学習後 に 数が 減 っ て い る ｡

創作型 は
,

第 1 加重 か ら, 第 3 加重 に か け て
, 学

習後 に 上位群 の 数 が 増 え て い る ｡ 特 に 第 2 加 重 の 変

化 が 大き い ｡

下位群 の 人数に つ い て は
, 第 1 加重と第 2 加重 に

お い て は 増え て い る が
, 第 3 加重 に つ い て は 変化 が

な い o

提 示型 の 変化と創作型 の 変化を比較す る と 同様 の
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表 6 提示型 , 学習前後における各群の 人数

群
第1 抜重 第 2 抜重 第3 抜重

前 後 前 後 前 後

上 位 0 7 4 8 2 8

中 位 6 4 8 6 7 3

下 位 19 1 2 13 l l 1 6 1 4

37 1

表 7 創作型 , 学習前後における各群の人数

群
第 1 抜重 第 2 技量 第 3 抜重

前 後 前 後 前 後

上 位 5 8 8 1 6 5 1 3

中 位 8 1 2 4 6 8 10

下 位 16 9 1 7 7 1 6 6

下位群 に つ い て は , 第1 - 3 加重 の 全 て に お い て

学習後 に 人数 が 減 っ て い る ｡

創作型 は
, 第 1 技量 か ら第 3 抜重 に か け て

, 学習

後 に 上 位群 の 人数 が 増 え て い る｡

~
F 位群 に つ い て は 学習後 に 人数 が減 っ て い る o

提示型 の 変化と創作型 の 変化を比較す る と同様 の

傾 向 に あ る ｡

上 位群 の 増加数 は 提示型 が 多い ｡ 下位群 の 減少数

に つ い て も提示型 が 多 い ｡ しか し, 第 1 抜重 の 上位

群 の 増加数 に つ い て は
, 提示型と創作型 の 間 に は 大

きな差 が 見られな い ｡

I . 3 学習前後 の 加重値の 比較

t 検
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前 後の ;m 車伯 (jイニ利 七l ,

+

i
-

l t

較 し た 〕 結果 は 夫 8
, 表 9 の よ う に な っ た

｡

表 8 提示型における学習前後 の 加重値の 比較

( 体 重比) n
- 2 5

一

字習後 て: 苫前 差 有意差

第 1 加重
M 1 . 8 2 1 . 73 0 . 1 0

*

S D 0 . 2 1 0 . 27 - 0 . 0 6

第2 加 重
M 1 . 8 3 1 . 57 0 . 2 6

* * *

S D 0 . 3 4 0 . 2 5 0 . 08

第3 加 重
M 1 . 9 2 1 . 7 9 0 . 13

* *

S D 0 . 2 1 0 . 2 5 - 0 . 04

p < o . o 5
'

p < 0 . O l
* *

p < O . O O l
* * *
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表 9 創作型における学習前後 の 加重値の 比較

( 体重比) □
- 2 9

学 習後 学習前 差 有意差

第 1 加 重
M 1 .9 1 1 . 7 5 0 . 16

* * *

S D 0 , 2 4 0 . 2 2 0 .0 2

第 2 加 重
M 1 . 7 7 1 . 5 3 0 . 23

*

S D 0 . 4 4 0 . 2 8 0 . 16

第 3 加重
M 1 . 9 4 1 . 8 4 0 . 10

n . S .

S D 0 . 2 4 0 . 2 2 0 . 0 2

P < 0 .0 5
*

p < 0 . 0 1
* *

p < 0 . 0 0 1
* * *

提 示型 に つ い て は
,

第 1 加重 か ら第3 加重 に か け

て
, 全 て の 加重 に つ い て 有意な差 が 認 め られた｡ 特

に 第 2 加重 に つ い て は0 . 0 0 1 水準 で 有意 な差 が 認 め

られ た ｡

創作型 に つ い て は
,

第 1 加重 と第2 加重と に 有意

な差 が 認 め られ た ｡ 第3 加重 に つ い て は
,

有意な差

は 認 め られなか っ た ｡

1 . 4 学習前後 の抜重値 の比較

t 検定 に よ り
, 学習前後 の 抜重値 ( 体重比) を比

較 した ｡ 結果 は
,

表10
, 表11 の よう に な っ た ｡

表1 0 提示型 における学習前後 の抜重値の 比較

( 体重比) n
- 2 5

学習後 学習前 差 有 意差

第1 技量
M 0 . 38 0 . 4 6 - 0 . 0 8

*

S D 0 . 1 3 0 . 19 - 0 . 0 5

第 2 技量
M 0 . 3 1 0 . 4 5 - 0 . 1 4

* * *

S D 0 .1 7 0 . 2 1 - 0 .0 4

第 3 抜垂
M 0 .3 5 0 . 4 5 - 0 . 1 0

* *

S D 0 . 16 0 . 1 9 - 0 .0 3

P < 0 . 0 5
*

p < 0 . 0 1
* *

p < 0 .0 0 1
* * *

表1 1 創作型における学習前後 の抜重値の比較

(体 重比) n
- 2 9

学習後 学習前 差 有意差

第 1 抜重
M 0 . 4 1 0 . 5 6 - 0 . 15

* * *

S D 0 . 1 8 0 . 1 4 0 . 0 4

第 2 抜重
M 0 . 3 8 0 . 4 3 - 0 . 0 5

n . S .

S D 0 . 1 8 0 . 1 7 0 . 0 1

第 3 抜重
M 0 . 4 0 0 . 4 7 - 0 . 0 8

* *

S D 0 . 1 9 0 . 1 4 0 . 0 4

P < 0 . 05
*

p < 0 . 0 1
* *

p < 0 . 0 0 1
* * *

提 示型 に つ い て は
, 第1 抜重 か ら第 3 抜重 に か け

て 全 て の 抜重 に お い て 有意な差 が 認 め られ た ｡ とく

に 第 2 抜重 に つ い て は0 . 0 0 1 水準 で 有意 な差 が 認 め

られ た ｡

創作型 に つ い て は
, 第 1 抜重と第 3 抜重と に 有意

な差 が 認 め られ た ｡ 第 2 抜重 に つ い て は
, 有意な差

は 認 め られな か っ た ｡

加重値が 大きくな り体重 の 2 倍に 近 づ き , 技量値

が 小さくな り
,

体重 の 0 倍 に 近 づ く こ とを動き の 高

まりととら え る .

学習後 に お い て
, 提示型, 創作型ともに 学習者 に

動き の 高ま りが 認 め られ る｡ 加重値は 大きく なり ,

技量値も小さくな っ て い る｡ つ ま り
,

緊張局面と解

緊局面 の 周期的交替 が より大きく で き る よう な っ た

と考えられ る
3 )

｡ こ の こ と か ら
,

い ずれ の 型 の 学 習

者も , 動 きを高め る こ と が で き た と考 え られ る ｡

しか し
, 動き の 高まり方 に つ い て 提示型と創作型

を比 べ る と
, 提示型 の 方 が より高ま っ て い る ｡ 上達

度 に つ い て 見 る と
,

特 に 第2 加重と第 2 抜重 に お い

て 両群 に 差 が 見られ る｡ 提示型 は
,

全 て の 加重, 技

量 に お い て 向上 が 認 め られ た ｡ 創作群 は
, 第 2 加重

と第2 技量 に お い て 向上 が 認 め られな か っ た ｡ t 検

定 の 結果を見 み て も
,

加重値に つ い て は 第 3 加重 ,

技量値に つ い て は第2 抜重 に お い て , 創作型 に は 向

上 が 認 め られなか っ た｡ 第 2 加重 は
, 後 ろ振り の 際

に 生 じ る ｡ 第 2 抜重 は
,

後 ろ 振り か ら前振 り に 方 向

変換す る 際 に 生 じ る｡ つ ま り
,

後 ろ 方 向 へ の 運動 に

お い て
, 創作型 は 提示型よ り も動き の 高ま り が 見ら

れ なか っ た と考 え られ る ｡

つ まり
, 動き の 学習 に は提示型 の 授業 の 方 が 有効

で あ る と考 え られ る ｡

ま た , 上 記 の こ と は
,

′ト学生 に と っ て 前 へ の 振り

よ り も後 ろ - の 振 り の 方 が 困難 で あ る こ とを示 し て

い る o

I . 5 床反力波形による分類

｢ は ず み｣ の 有無 , は ず み 返 し の 有熱 波形 の 均

等性を観点と し
, 抹反力 の 波形を分類 した ｡

｢ は ず み｣ の 有無 は
,

加重 ･ 抜重 が 平均値以 ヒで

あ る か
, そ う で な い か で 判断 し た ｡ 緊張局面と解緊

局面 の 周期的な交替 が 大き い も の を ｢ は ず み
_
｣ とと

ら え た ｡

は ず み 返 し と は
,

抜重時 に 生 じ る ′J ＼さな山 の こ と

で あ る ｡ は ず み 返 しの 有無 は
,
加 重 か ら次 の 加重 へ 円

滑 に行え て い る か
, 行 え て い な い か 示す もの で あ る ｡
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波形 の 均等性と は
, 第1 加重 か ら第 3 抜重 に か け

て の 山 の 高さと谷 の 高さ が 同 じ高さ で あ る こ とを い

い
, 加重 , 技量 が常に

一

定 で あ る こ とを示 して い る ｡

波形 が 円滑 で
,

しか も均等 で あるも の は , 運動 リ

ズ ム と い う観点 か ら見 て
,

動き の 質 が 高 い と考 え る

こ と が で き る
4 ､

｡

こ の 観点 か ら分類 した と こ ろ
,

① 前後対称 タ イ プ

(卦 は ずみ 返 しタ イ プ

(卦 前 は ず み タ イ プ

④ そ の 他 タ イ プ

の 4 種類 に 分類 で きた｡

① 前後対称 タ イ プ

加重と抜垂 の 差 が 大きく
,

値以上 に な っ て い る ｡ 加重,

加重 , 技量とも に 平均

技量 の 交換 が な め らか

に 行われ ,
加重 の 山も技量 の 谷も曲線が 円滑 で あ る ｡

4 種類 の 中 で も最も安定 した 波形と考 え る ｡
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図 2 前後対称タイプ (例)
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フ

加 重と技重 の 差 が 大き く
,

加 車
,

抜重とも に 平均

伸を担 え て い ろ 按 亭時 に け ず ,7 t ; Fi L が t
,

-
∃
_
E l れ ネ

加 重時 の 曲線 が｢
1

j 滑 で あ る｡
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図 3 はずみ返 L タイプ (例)

』二 重型｣

3 7 3

⑨ 前 は ず み タ イ プ

第 1 加重 ･ 抜重と第 3 加重 ･ 抜重 に つ い て はそ の

差 が 大きく
,

平均値以上 で ある｡ しか し
, 第 2 加重

が 小さく , 波形も不 安定な形 で あ る ｡ 第 1 加重と第

3 加重 に つ い て は
,

曲線が 円滑 で あ る ｡
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園 4 前はずみタイプ (例)

一 系芦川

④ そ の 他 タ イ プ

加重と抜重 が 小さく
,

加重 , 抜重とも に 平均値を

越 え ない ｡

本研究 は
,
｢ は ず み｣ の 有無を優先的 に 考 え る た

め 加重 , 技量 が 平均値を越 え な い も の に つ い て は ,

｢ そ の 他｣ と し て まと め た ｡ ｢ そ の 他｣ の 波形 に つ

い て も
,

上 記 の よ うな前後対称 タ イ プ に 似 た 波形 ,

は ず み 返 しタ イ プ に 似 た 波形
,

前 は ず み タ イ プ に 似

た 波形 が 認 め られ た ｡ ｢ そ の 他｣ の 波形 に つ い て は
,

こ れら 3 つ の タ イ プ の 波形 に 不 安定 タ イ プ の 波形 を

加 え て 次 の よう な4 種特 に 分類 で き た o

l
l
) そ の 他 ( 前後対称

'j イ ブ)

加重と技重 の 差が ′トさく
, 平均値を越 え て い な い ｡

りrl 市 , 指事 の 交換 が 比 較的 な め らか に 行 わ れ て い ろ

2 ) そ の 他 ( は ず み 返 し タ イ プ ノ

加 重抜重 の 交換 が 比較的なめ らか に 行われ て い る

が
, 技電時 に は ず み 返 し が 見られ る ｡

3 ) そ の 他 ( 前 は ず み タ イ プ)

第 2 加重 が 小さく
, 波形 が 不 安定 な形 で あ る ｡

4 ) そ の 他 ( 不 安定 タ イ プ)

第 1 加重 か ら第 3 技量ま で 波形 が 不 安定 で あ る ｡
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図 5 そ の他 ( 前後対称タイプ) (例)
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図 6 そ の 他 (はずみ返 しタイプ) (例)

20

00

孤

餌

仰

20

0

(

B

w

㈹
呂

讃
Z

モ 国

I

竺 岩 等 蒜 fe 岩 岩 石 罵 石 器 言 霊

時間(1 / 6 0 秒)

図 7 そ の他 (前はずみ タイプ) (例)
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図 8 そ の他 (不安定タイプ) (例)

表1 2 提示型の学習前後おける床反力波形

( 人数) n
- 2 9

予習荊 学習後

前 後 対 称 タ イ フ 1 6

は ず み 返 し タ イ プ 2 14

前 は ず み 型 タ イ プ 4 1

そ の 他 2 2 8

表1 3 創作型 の 学習前後おける床反力波形

( 人数) n
- 2 5

学習前 学 習後

前 後 対 称 タ イ プ 2 4

は ず み 返 し タ イ プ 2 4

前 は ず み 型 タ イ フ 3 3

そ の 他 18 1 4

提示型 は
,

学習前 に ｢ そ の 他｣ が2 2 名 で あ り
,

4

つ の 波形 タ イ フ〉の 中 で も最も多 い . 前後対称 タ イ プ

は 1 名 で あ る ｡ 学 習後 に お い て は , は ず み 返 し タ イ

プ が 14 名と な り
,

4 種類 の 波形 の 中 で 最も多 い ｡ ま

た
, 最も安定 した 前後対称 タ イ プ は 6 名に な っ て い

る ,,

X 2 乗検定 に よ り 子習前後 の 各 タ イ 7
L

の 人数を比

較 した と こ ろ
,

0 . 0 0 1 水準 ( * * * ) で 有意な差 が

認 め られ た ｡

創作型は
, 学習前 に ｢ そ の 他｣ が1 8 名 で あ り

,
4

挿類 の 波形 の 中 で も最も多 い c/ 左 右対称 タ 1
'

プ は 2

名 ,
は ず み 返 し タ イ 7

'
が 2 名 で あ る ｡ 学 習後 は ,

｢ そ の 他｣ が 14 Y , とな っ た . 学習前よ り 少なくな っ

た が
,

4 種類 の 巾 で は 最 も多い 値 で あ る〔 左右対称

タ イ プ は 4 名. は ず み 返 し タ イ 7

r

-が 4 名とな り, 若

干 の 増加 が 認 め ら れ た ｡

Ⅹ 2 粟検定 に よ り学習 前後 の 各 タ イ プ の 人数を比

較 し た と こ ろ
,

で 有意な差が 認 め られなか っ た ｡

(2) 波形 の 変容 パ タ ー ン の 類型と そ の 人数

提示型 に お い て 波形 の 変容 ′く タ - ン は 7 種類 で あ

る ｡ こ の 中 で 最 も多 い 変容 パ タ ー ン は
,
｢ そ の 他- チ

は ず み 返 し タ イ プ｣ の 1 2 名 で あ る.-1
こ れと(r l

=

J 様 に 動

き の 質的高ま り と考 え ら れ る ｢ そ の 他 - 前後対称 タ

イ プ｣ と ｢ 前は ず み タ イ プ - は ず み 返 し タ イ プ l は
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表1 4 提示型 , 波形の変容パタ
ー ン の 類型とそ の数

学 習 前 学 習 後 人数

前 後 対 称 タ イ プ 前 後 対 称 タ イ プ 1

そ の 他 タ イ フ 前 後 対 称 タ イ プ 2

は ず み 返 し タ イ プ は ず み 返 し タ イ プ 2

前 は ず み 型 タ イ プ は ず み 返 し タ イ プ 2

そ の 他 タ イ プ は ず み 返 し タ イ プ 12

前 は ず み 型 タ イ プ 前 は ず み タ イ プ 2

そ の 他 タ イ フ そ の 他 タ イ プ 8

表1 5 創作型 , 波形の変容パ タ
ー ン の 類型とそ の数

学 習 前 学 習 後 人数

前 後 対 称 タ イ プ 前 後 対 称 タ イ プ 2

は ずみ 返 し タ イ プ 前 後 対 称 タ イ プ 1

そ の 他 タ イ プ 前 後 対 称 タ イ プ 1

は ず み 返 し タ イ プ は ず み 返 しタ イ プ 1

前 は ず み タ イ プ は ずみ 返 しタ イ プ 1

そ の 他 タ イ プ は ずみ 返 し タ イ プ 2

前 は ず み タ イ フ 前 は ず み タ イ プ 1

そ の 他 タ イ フ 前 は ず み タ イ プ 2

そ の 他 タ イ フ そ の 他 タ イ プ 13

前 は ず み タ イ プ そ の 他 タ イ フ 1

2 名 で あ る (｡

変化 の 見られな い ｢ 前後対称 タ イ プ - 前後対称 タ

イ プ｣ ,
｢ は ず み 返 し タ イ プ - は ず み 返 し タ イ プ｣ ,

｢ 前 は ず み タ イ プ - 前 は ず み タ イ プ｣ ,
｢ そ の 他 - そ

の 他
_
j は そ れぞ れ

,
1

/

/ I
,

2 Y .
,

2 名 ,
2 名 ,

8 名

I
,

_
J-

ーL

'

/ )
/○一

甜‖乍Jf;-u
.
E こ お い て 掛rきの

'

ii
' (

1
1

享 - タ ー ン は 10 椎葉fi: で あ

て

二 :
,
7
1 r い

7

7
1

,

E

L

-7' i
/

4 /
-

.

､ 乍
`
,

'

1

羊 / ､
'1 - 二/ 汁

.
｢~
そ n [Tf

J

_-
I

そ の 他
_
｣ 0) 1 3 Y , で あ る ‥) J[.Jj 様 に 餐化 の 止 ら れ な い

｢~
前後対称 タ イ ナ - 郎J 後対称 タ イ プ｣ ,

｢
~
は ず み 返 し

)
j イ フ ーー-, は ず L

7 人)座 し タ イ プ j ,
｢~~~ 前は ず み ウ イ ナ - 前

は ず み '
j l

'

フ ｣ ,
は そ れ ぞ れ ,

2 Y l ,
1 名 ,

1 Y , ,

2 名 で あ る ｡

動き の 質的 高ま り と考 え られ る ｢ は ず み 返 し タ イ

1 1→ 前後対称 タ イ プ｣ ,
｢ そ の 他- ナ 前後対称 タ イ プ｣ ,

｢ 前 は ず み タ イ プ - は ず み 返 し タ イ プ｣ ｢ そ の 他- →

は ず みiJi し タ イ 7
j

∴ ｢ 前は ずみ タ イ ナ - ナは ず み 近 し

タ 1
'

ブ
_
｣ は そ れ ぞ れ,

1 Y l ,
1 r l ,

1 Y I
,

2 r ' で あ

り, そ の 総和 は 5 Y) で あ る-,

･

､

; 甥 前後 の 波形 /j イ ブ の 数 に つ い て
, 挺 ′J

AJt-LL.
と 別

I
/

F
: 刊 を 比 べ る と , I-,

F

i- ,Jこ
fPJ
_
の ノ]' が

′

+一円後 に 舶微k寸杓く
'
j
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イ ブ お よ び は ず み 返 し タ イ プ に な っ た 数 が 多い ｡ つ

まり
, 提示型 の 方が 動き の 質を高 め た 学習者が 多か っ

た と い う こ と で あ る｡ 創作型は
, 学習前後 に お い て

,

そ の 数 に 大きな差 が 見られな い ｡ こ れ は
,

動き の 質

を高 め る こ とが で き た 学習者が 少な か っ た こ とを示

し て い る ｡

波形 の 変容 パ タ ー ン に つ い て
,

提示型と創作型を

比 べ る と, 提示型は
, 学習後に ｢ は ず み｣ を獲得 し

て
, 前後対称 タ イ プ

,
は ず み 返 しタ イ プ に な っ た 学

習者 が 多 い ｡ 中 で もは ず み 返 しタ イ プ - の 変容 が 多

い ｡ 創作型 は
,
｢ は ず み｣ を獲得 し た 者 は 少 なく ,

｢ そ の 他 タ イ プ - そ の 他 タ イ プ｣ の 変容 パ タ ー ン が

最 も多か っ た ｡

つ ま り, 提示型 の 学習者 の 方 が 動き の 質 の 高ま り

が 認 め られ た と考 え られ る｡

マ イ ネ ル は ｢ 随意運動 で 生得的なも の は 決 して 存

在 し な い ｡ 随意運動 は す べ て 個 人が 活動 し生活す る

過程 の な か で 初 め て 獲得され る も の で あ る ｡

_
｣ と述

べ て い る
5 '

o こ の 項 で 検討 した 波形 の 変化 ,
つ ま り

,

動き の 質 の 高ま り も学習 に よ り もた らされ た も の で

あ る｡ 提示型 の 方 が 動き の 学習 に は 有効 で あ る と考

え られ る ｡

ま た , 提示型, 創作型 の 2 群 の 変容 パ タ ー ン を合

わ せ て 見た とき
,
｢ そ の 他 タ イ プ - は ず み 返 し タ イ

プ｣ が 最 も多く ,
12 名 で あ る o ｢ そ の 他 タ イ プ - 前

後対称 タ イ プ｣ が 次 に 多く
,

3 名 ｡ ｢ そ の 他 タ イ プ

A- - 前 は ずみ タ イ プ｣ は わず か 1 名 で あ る ｡ ｢ は ず み｣

を獲得 した 学習者 は , 安定 した 波形 を示す割合が 高

い ｡ こ の こ とか ら
,
｢ は ずみ｣ の 獲得 は 波形 の 安定 ,

つ ま り 運動 リ ズ ム の 獲得 に つ なが る も の で あ る と考

/-:i :
) れ る-

ま た
, 辛;

T
E

_7 竣に お い て も は ず み 返 し タ イ プ が 多 い

し き
､

v

'

'
-

ヒけ . は ず ,7 L を獲門二 し た ヒ1 て i ､
.

,

卜
/

7
!
'

-
/ド

に と -

' て 前後対称
'j イ ブ - の 楚容 は 難 し い と い

'

) こ

とを示 し て い る {
二

2 . 手 の軌跡

2 . 1 手首 ( 茎突点) の軌跡の 類型

手 の 軌跡 は そ の 特徴 か ら (1) 8 の 字型 (2)良丸型

(3)前振 り 上げ型 (4)腕振 り 型 の 4 型 に 分類 さ れた ｡

(1) 8 の 字型

)j 向変換 の 際 に 大きな曲線を描く ｡ 振 り
_
L げ よ

り も振 り 卜ろ しの 方が 外側 を通 る た め 8 の 了 の 形

を描く.∩

( 2 ) 良 丸JPi

軌跡 が 縦 にl主いl
I

川≠を 'J
'
; す- ノ Ii了ト の 粘 り 0 ) 軌跡
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と後 ろ - の 振り の 軌跡 は 重な っ て い る ｡

(3) 前振り 上げ型

前 - 振る とき は
,

下方を通 り
, 後 ろ へ 振る とき

は
,

上方を通 る｡ こ の た め 前 へ の 軌跡と後 ろ へ の

軌跡 は 重 ならな い ｡ 軌跡は三 日月形を示す ｡

(4) 腕振 り 型

半円形 を示す｡ 前 - の 振り の 軌跡と後 ろ へ の 振

り の 軌跡 は 重な っ て い る ｡

図 9 8 の字型 の軌跡(例) 園10 長丸型の 軌跡(例)

-

-

号

t

t

;:

,
i
T

-

.

I

- 1

-

セ
-

-

:
-

図11 前振り上げ型の軌跡(例) 図12 腕振り型(例)

2 . 2 学習による軌跡の変化

体操 に お け る 振 り は 4 種額 に 分類され る
6 )

o l 型

一中心国定型 の 振り
,

2 型一支点先行型,
3 型一中

心先行型 ,
4 型 - そ の 他 で あ る ｡

体全身を使 っ た 振 りは,
3 型 で あ る｡ 体操 に おけ

る ｢ 全体性 の 原則｣ に 則 っ て 動く場合 は 3 型となる ｡

質 の 高 い 動き の 空 間的経過 は
, 流れるよう に 行わ

れ る ( 流動) ｡ ま た , 方 向変換 の 際 に 円 い
, 曲線的

な形態を示すとされ て い る
7 〕

｡

こ れら の 考 え か ら
,

上 記 の 4 種類 の 軌跡を見 ると
,

① 8 の 字型が 最も質 の 高 い 動き の 軌跡と考 え られ ,

そ の 次 に 質が 高 い 軌跡 は
, 長丸型と考え られ る ｡ そ

の 他 の 軌跡 に つ い て
, 運動空間 の 観点 か ら

,
本研究

で は , ③前振り 上 げ型
, ④腕振り型 の 順 に 動き の 質

が 高 い と考え る｡

表1 6 提示群の学習前後における軌跡の種類

( 人数)

学習前 学習後

8 の 字 型 0 8

長 丸 型 1 4 1 5

前 振 り 上 げ 型 9 6

腕 振 り 型 6 0

表1 7 創作群 の学習前後における軌跡の種類

( 人数)

学習前 学習後

8 の 字 型 3 4

長 丸 型 8 1 2

前 振 り 上 げ 型 1 4 8

腕 振 り 型 0 1

提示群 に お い て は
, 学習前 に 長丸形 が 最も多く14

名 で ある ｡ こ の 次 に 多 い も の が 前振り 上 げ型 で 9 名 ,

続 い て 腕振り型 の 6 名 で あ る ｡ 8 の 字型 の 軌跡 は 1

人も認 め られなか っ た ｡ 学習後 は
,

長丸形が 最も多

く1 5 名 で あ る o しか し
,

こ の 次 に 多 い 軌跡 は 8 の 字

型 の 8 名 で あ る ｡ 8 の 字型 に つ い て は 8 名 の 増加 で

ある ｡ 腕振り型 の 軌跡 は 1 人も認 め られなか っ た ｡

創作群 に お い て は
, 学習前 に 前振り 上 げ型 が 最 も

多く 14 名 で ある ｡ こ の 次 に 多 い も の が 長丸型 の 8 名

で あ っ た ｡ 8 の 字型 の 軌跡 は 3 名 で あ っ た ｡ 学習後

は
, 最も 多い 軌跡 が 長丸型 の1 2 名

,
次 に 多 い も の は

前振 り上げ型 の 8 名 で あ る . 8 の 字型 に つ い て は
,

学 習前 に くら ベ 1 名 の 増加 が 認 め られ た ｡

3 . 軌跡と床反力の関係

提示型 ( 蓑18) に お い て
,

8 の 字型 の 軌跡 は , 前

後対称タ イ プ と は ず み 返 し タ イ プ の とき の み に 見ら

れる ｡ 長丸型 の 軌跡 は ,
7 種類す べ て の 波形 タ イ プ

の とき に 見られる が
,

そ の 中 で もは ず み 返 し タ イ プ

の とき に 多く見られ る ｡ 長丸型 の 軌跡2 9 名 の 中 で1 1

名が はずみ返 し タ イ プ で あ る ｡ 前振り上げ型 の 軌跡

は
, 前 は ず み タ イ プ と ｢ そ の 他 ( 前 は ず み) ｣ の 時

に 見られる こ とが 多く
,

そ の 割 合は
,

15 名中1 3 名,

8 6 . 6 7 % で あ る ｡ 腕振り型 の 軌跡 が 見られ る の は
,

｢ そ の 他｣ の タ イ プ の とき の み で あ る ｡

創作型 ( 表1 9) に お い て は ,
8 の 字型 の 軌跡 は

,

前後対称 タ イ プ
,

はず み 返 しタ イ プ
,
｢ そ の 他 ( 前

後対称)｣ の とき に 現れ て い る ｡ 長丸型 の 軌跡 は
,
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前後対称 タ イ プ
,

は ず み 返 しタ イ プ
,
｢ そ の 他 ( は

ずみ返 し) ｣ ,
｢ そ の 他 ( 前 は ず み)｣ ｢ そ の 他 ( 不 安

定) ｣ の 時 に 見られ る ｡ そ の 中 で も ,
｢ そ の 他 ( は ず

み 返 し)｣ の とき に 多く 見られ る . 前振 り 上げ型 の

軌跡 は
, 前 は ず み タ イ プ と ｢ そ の 他 ( 前 は ず み) ｣

の 時 に 現れ る こ と が 多 い ｡ そ の 割合は
,

2 2 名中2 0 名
,

9 0 . 9 1 % で あ る ｡ 腕振り型 の 軌跡 は
,
｢ そ の 他 ( 不 安

定) ｣ の とき に の み 見られ る ｡ そ の 数 は わず か 1 名

で あ る ｡

3 7 7

学習前後 の 各軌跡 の 人数を比 べ る と, 提示型 は 8

の 字型 の 数 が 大幅に増加 し て い る｡ 長丸型も増加 し
,

前振 り 上げ型 は減少 して い る ｡

一

方
,

創作型 は
,

8

の 字型 の 増 加は 1 名 で あ る ｡ 長丸型 は増加 し, 前振

り 上 げ型 は 減少 し て い る｡ こ れ は
, 提示型と同様 の

傾向 に あ る ｡

こ れら の こ と か ら
,

2 群とも動き は 高ま っ て い る

と考 え られ る ｡ しか し, そ の 割合 は 提示型 の 方 が 高

い ｡

表1 8 提示型 の軌跡の型と床反力波形タイプと の関係 ( 人 数) n
- 5 8

前 後 対 称 はずみ 返 し 前 は ず み そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他
計

タ イ プ タ イ フ タ イ プ ( 前後対称) (はずみ返し) ( 前は ずみ) ( 不 安 定)

8 の 字 型 0 0 0 0 0 8

長 丸 型 2 4 2 1 2 9

前振 り上 げ 型 0 0 0 2 0 1 5

腕 振 り 型 0 0 0 1 0 3 2 6

計 4 1 8 6 5 8 1 4 3 5 8

表1 9 創作型 の軌跡 の型と床反力波形タイプと の関係
( 人数) n

-

5 0

前 後 対 称 はず み 返 し 前 は ず み そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他
計

タ イ プ タ イ プ タ イ フ ( 前後対 称) (はずみ返し) ( 前は ず み) ( 不 安 定)

8 の 字 型 0 2 0 0 0 7

長 丸 型 0 0 2 1 2 0

前振 り上 げ 型 0 0 0 1 1 2 2

腕 振 り 型 0 0 0 0 0 0 1 1

計 6 6 4 2 l l 1 8 3 5 0

軌跡とりij丈ノ) 波形 タ イ~] と の 関係を;i る と
,

提 ′{;

型と創1
/

｢ 型 に 同様 の 傾rE 7j が 見られ る c, 8 の
'

7 型 の 軌

称 は ､ F

l

nJ 柊対称 タ イ 7H の 樟汗)
, と は ヂ ,7 i ;巨し

L
/ イ 7しの

波形 の と きにIiL れ る｡ ま た , 前振 り 上 げ 型 の 軌跡 は
,

前は ず み タ イ プ の 波形と そ の 他 ( 前 は ず み) の 波形

の とき に 現れ る ｢
つ ま り , 軌跡と宋反力 は 相互 に 関

擁 し て い る と考え ら れ る ｡ そ し て
, 昧奴 力波形 に お

い て 動き の 質 が 高 い とされ る も の は
,

軌跡 に お い て

も質 の 高い 動きを示 し て い る｡

4 . 振りの切り返 し局面における 8 字型軌跡の 出現

に つ い て

4 . I 8 字型軌跡の 運動学的意味

f
'

j み な運動 は そ の 空間的経過 が 流れ る よう に 行わ

れ る ｡
)j 向変換 に つ い て は｢

1

い
,

曲線的 な 形態 が 最

もす ぐれ て い る と さ れ て い る
H.

｡ 前後振 に つ い て も

r[ 1] 様 で あ る
ー

′ 卜根 古の Fiてi 後仮 に つ い て は
,

)jr[

'

IJ 変換

の 際 に 8 字型 の 軌跡 が 現れ る
…

｡ 8 字型 は 振 り
_
上

げ 上 り ヰ､ 掠 り 下 ろ し が 外 を 通 る､ 切 り返 し の とき に

H 形 u) 曲線 を え か い て 振 り U) )j 向が か わ る ,:)

図 9 8 字型軌跡
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8 字型 は
,

測定点 ( 身体 部位) の 振 り の 方向が か

わ る とき に 現れ る ｡ 宋反ノJ 波形と測定点 の 動 きを連

動さ せ て 観察す る と , 第 1 加重 か ら第 3 技量ま で に

揺
,

2 回 の 方向変換 が あ る こ と が 確認 で き る ｡ 前振

り か ら後振り の 方 向変換と後振 り か ら前振 り の 方向

賓換 で あ る ｡ 第 1 技量後 に 前振り か ら後振 り の 方向

変換 が なされ て い るo ま た , 第2 技量後 に後振 り か

ら前振り の 方向変換 が なされ て い る o

4 . 2 8 字型 の 出現 の有無と床反力 (加重 ･ 抜重)

と の関係

(1) 8 字形 の 出現 の 有無と加重差と の 関係

前項 に お い て
,

運動 の 空間 の 軌跡と宋反 力波形と

の 間 に は 関係 が 見られ た ｡ 8 字型 の 出現 に つ い て も

宋反 力と関係 が あ る と予想され る ｡ そ こ で
,

8 字型

の 出現と床反 力 ( 加重
･

抜重) と の 関係 に つ い て 検

討 を試 み た ｡

表2 0 8 字型の有無と加重 ･ 抜重差の 比較

( 体重 比)

8 字 型 あ り な し 差 有意差

提 示 型

N 45 7 1 - 2 6

* * *M 1 . 6 0 1 . 2 4 0 . 3 5

S D 0 . 3 0 0 . 4 4 - 0 . 1 4

創 作 型

N 43 5 7 - 1 4

* * *M 1 . 6 0 1 . l l 0 . 4 9

S D 0 . 3 1 0 . 4 6 - 0 . 1 4

P < 0 . 0 5
*

p < 0 . 0 1
* *

p < 0 . 0 0 1
* * *

加 重と抜重 の 差 が 大き い とき に 8 字型 が 現れ る 傾

向 に あ る｡ そ こ で
, 8 字型 が 現れ て い る とき の 加重

と抜重 の 差 ( 体重比) と 8 字型 が 現れな い とき の 加

重と技量 の 差 ( 体重比) と の 比較を試 み た o

提示型, 創作型ともに 8 字型 が 見られ た 群と 8 字

型 が 見られ なか っ た 群と の 間 に 有 意な差 ( * * * )

が 認 め られ た ｡ 8 字型 が 見られ た 方が 加重 ･

技重 の

差 は 大きか っ た ｡

(2) 8 字形 の 出現 の 有無と学習前
･

学 習後及び振

り の 方向と の 関係

学習前後 に お い て も 上 記 の ような傾向 が 見られ る

の か
,

ま た
, 振り の 方向が 違 っ て も同様 の 傾向 が 見

られ る の か o 学習前 ･ 学習後と前振り か ら後 ろ振 り ･

後 ろ 振 り か ら前振 り の 観点 で
, t 検定 を用 い て 2 群

の 比較を試 み た ｡ 結果 は
, 表2 1

, 表2 2 の よ う に な っ

表2 1 提示型 ,
8 字型と 8 字型な L の 加重 ･ 抜重差

の比較
( 体重 比)

8 ‡ 型 あ り な し 差 有意差

学 習 前

N 2 0 3 0 - 1 0

* * *M 1 . 5 1 0 . 9 9 0 . 5 2

S D 0 . 2 8 0 . 3 7 - 0 . 0 9

学 習 後

N 2 3 2 7 - 4

* * *M 1 . 6 7 1 . 2 5 0 . 4 3

S D 0 . 3 3 0 . 5 1 - 0 . 1 8

前 振 り

E ]

後 ろ振 り

N 10 4 0 - 3 0

* * *M 1 . 5 4 1 . 0 7 0 . 4 7

S D 0 . 3 8 0 . 4 9 - 0 . l l

後ろ振 り

E a

前 振 り

N 33 1 7 1 6

* * *M 1 . 6 2 1 . 2 2 0 . 3 9

S D 0 . 2 9 0 . 3 6 - 0 . 0 7

P < 0 . 0 5
*

p < 0 . 0 1
* *

p < 0 . 0 0 1
* * *

表2 2 創作型 ,
8 字型 と 8 字型 な L の 加重

･ 抜重差

の 比較
( 体重 比)

8 字 型 あ り な し 差 有意差

学 習 前

N 2 0 3 8 - 1 8

* *M 1 . 4 3 1 , 1 3 0 . 3 0

S D 0 . 2 8 0 . 4 3 - 0 . 1 4

学 習 後

N 25 3 3 - 8

* * *M 1 . 7 3 1 . 3 8 0 . 3 5

S D 0 . 2 3 0 . 4 3 - 0 . 2 0

前 振 り

E =

後ろ振 り

N 16 4 2 - 2 6

* *M 1 . 5 0 1 . 2 0 0 . 3 0

S D 0 . 2 7 0 , 4 6 - 0 . 1 9

後ろ振 り

+ I

前 振 り

N 29 2 9 0

* * *M 1 . 6 5 1 . 3 1 0 . 3 4

S D 0 . 3 0 0 . 4 1 - 0 . l l

P < 0 . 0 5
*

p < 0 . 0 1
* *

p < 0 . 0 0 1
* * *

た o

創作群 で は
,

'

17
: 習前 ･ 半習後

,
前振 り か ら後 ろ振

り ･ 後 ろ 振 り か ら前振り
,

い ずれ の 場 合も 8 字型 が

見られた 群と 8 字型 が 見られなか っ た 群と の 間 に 有

意な差 ( * * * ま た は * * ) が 認 め られ た ｡ 8 字型

が 見られ た 方が 加重 ･ 抜重 の 差 は 大きか っ た ｡

提 示群 で は
, 学習前

･
I

7一習後 , 前振 り か ら 後 ろ 振

り ･ 後 ろ振 り か ら前振 り
,

い ずれ の 場 合も 8 字 型が

見られ た 群と 8 字型 が 見られな か っ た 群と の 問 に 有
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意 な差 ( * * * ) が 認 め ら れ た ｡ 8 字型 が 見られ た

方が 加 重 ･ 技量 の 差 は 大き か っ た ｡

提示型
,

創作型 に 関係なく ,
加重と技量と の 間 の

差が 大き い とき 8 字型が 現れ る 傾｢如 こ あ る . こ れ は ,

学 習 の 前後や 振り の 方向 に 関係なく同様 の 傾向 に あ

る｡ 加 重と抜電 の 差 が 大き い と い う こ と は
,

｢ は ず

み｣ を獲得 し て い る と い う こ と で あ る ｡ つ ま り ,

｢ は ず み｣ の 獲得 に よ り
,

8 字型 は 出現す る と考 え

る こ と が で き る ｡ こ れ は , 前項 の 結 果と同様 に
, 蘇

反力と運動 の 空間的経過と の 関係を示す もの で あ る｡

第 4 項 結論

リ ズ ム 体操 の 授 業実践 に より以下 が 明らか に な っ

た ｡

(1) 振 り の 宋反カ

リ ズ ム 体操 の 授業後 に は
,

提示型 , 創作型とも に

加重値 は 大きく技量値は ′トさく な っ た ｡ こ れ は は ず

み が 行われ る よ う に な り
, 緊張局面と解緊局面と の

周期的交代 が よ り 大きく で き る よう に な っ た こ とを

示 し て お り
,

動き の 高ま り ととら え る こ とが で き る｡

しか し
,

提示型 で は , 加重抜重 が 均等 に 行われ
,

前

振 り , 後 ろ振 り とも に は ずみ が 見られ る よう に な っ

た の に 対 し て
, 創作型 で は , 第 2 加重と第2 技量 に

つ い て 高ま り が 認 め られず, 後 ろ振 り で の は ず み が

習得され て い な い こ とが 示され た ｡ 前振 り とともに

後 ろ 振 り で の は ず み を指導す る 必 要性 が あ る｡

(2) 床反力波形

提示型 は 学習後 に
,

前後対称 タ イ プ 及びは ずみ 返

し タ イ プ に な っ た 老 が 多 か っ た
:, 提 示 型 の 方が

,

｢~ は ず み
ー

を獲得 し て . 動きc7)
F

E
J

主を; .

i

,

I

; め た
/

1

;
'

一習占~ か

多い こ と が 認 め られ た ｡

ヰ;
>

∴ は ず ,
7 L を獲得 す ろ ニ セに ト 1 て . 榔F

'

} は 前

振 り 後 ろ 振 り とも に[
'

]i
,

l

H
I L

で
,

均 等な もの と な っ た ｡

(3) 運動軌跡

･
､

;: 習 襟 に ,
8 の

′

門
1
i お よ び妄主丸型 の 運動軌跡を示

す も の が増え た ｡〉 そ の う ち 8 の 字型 の 増加 は 提 ′Jこ巧
r

-
i
_

に 顕著 で あ り
,

創作 型 に は 1 名 の み で あ っ た ,

床反ブJ 波形と関連さ せ て 検討す る と
,

･ 8 の 字 型 の 軌跡 は
, 前後対称 タ イ プ と は ず み 返

し タ イ プ

･ 良丸型 の 軌跡 は
,

は ず み 返 し タ イ 7
'

3 7 9

･

前振 り 上 げ型 の 軌跡 は , 前 は ず み タ イ プ

に み られ
,

･ 腕振り型 の 軌跡 に は特徴が み られな い

こ と が 明らか に な っ た ｡

よ っ て
,

運動軌跡と は ずみ と の 関係 は 大きく
,

は

ず み の 習得 の 重要性が 裏付けられ た ｡

(4) 運動 の 切 り 返 し 局面 に おけ る 8 字型軌跡 の 出

現

振り の 方向 の 切 り返 し局面 に 描 か れ る 8 字型軌跡

は , 沫反力 か ら見 る と
,

切 り 換 え し時 に 技量と加重

差 が 大 き い 時 に 出現 して い る ｡
つ まり十分な抜重後

に 加重 が行われ る こ と が 必要 で
,

は ず み が行われた

場合 に , 振り上げより振りお ろ しが 遠くを通 る と い

う 8 字型 の 振 り が 行われ, 視覚的 に も,
はずみ の 習

得 の 目安と な る と い え る｡

動き の 学習 に お い て は
,

はず み の 習得 が 重要 で あ

り
, 指導 に より始め て 獲得され る こ とが 明らか に な っ

た ｡ 今後指導 に あた っ て は
,

はず み の 重要性 を認識

し, 上 記 の 観点を踏ま え て 指導す る 必 要 が あ る ｡
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